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1
本事業の全体像について
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１．本事業の全体像について

事業の目的

県内１０事業所に対し、アドバイザーによる伴走支援を実施し、
「生産性向上推進体制加算（Ⅰ）」の取得を目指します。

支援

10事業所を支援

4回の研修+5回の個別訪問による
伴走支援の実施

取得

加算（Ⅰ）を取得

機器導入とデータ測定、役割分担等
により加算の要件を満たす

周知

取組結果の周知

10事業所の取組結果を周知し、取組の
普及を図る。

事業の目的

県内１０事業所の取組結果をまとめ、県内事業所へ周知し、取組の普及を図ります。

1

２
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１．本事業の全体像について

生産性向上ガイドライン 改善活動の6つのステップ
• 生産性向上ガイドラインの改善活動の６つのステップに則り、アドバイザーによる研修と個別訪問を組み合わせた

「伴走支援プログラム」を実施します。

改善活動の６つのステップ

出典：厚生労働省「介護サービス事業における生産性向上（業務改善）に資するガイドライン」
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１．本事業の全体像について

伴走支援プログラム
• 伴走支援プログラムでは、アドバイザーによる全4回の研修と全5回程度の個別訪問を実施します。

• 加算（Ⅰ）の取得のために必要な取組（委員会の開催、役割分担の明確化、データの測定等）を支援します。

開催日程 会場 主な内容

第１回 令和8年7月2日(木) 13:00～16:00 彩の国すこやかプラザ 現状分析

第２回 令和8年8月7日(金) 13:00～16:00 彩の国すこやかプラザ 導入計画書の策定

第３回 令和8年12月中旬 彩の国すこやかプラザ 中間振り返り

第４回 令和9年3月上旬 彩の国すこやかプラザ 成果報告会

実施月 主な内容

第１回 令和8年7月 現状把握・機器選定、委員会の年間計画の策定

第２回 令和8年9月 機器導入前データの測定支援、業務分担の見直し支援

第３回 令和8年11月 機器の定着支援、導入計画書の見直し

第４回 令和9年1月 導入後データの測定支援、業務分担の状況確認

第５回 令和9年2月 効果検証、届出書類作成支援、実績報告策定支援

研修の日程及び内容

個別訪問の日程及び内容

※実施日や内容は個別に調整する。また、実施回数も状況に応じて調整する。 ※希望に応じてWebでの実施も可とする。

※現時点での予定。

ステップ１ ステップ２

ステップ３

ステップ４ ステップ５

ステップ６

ステップ１ ステップ２

ステップ４

ステップ４ ステップ５

ステップ４ ステップ５

ステップ６
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７月２日 ７月 ８月７日 ８月 ９月 10月 11月 12月中旬 1月 2月 ３月上旬
～４月１
日

集合研修 研修１ 研修２ 研修３ 研修４

個別訪問 訪問１ 訪問２ 訪問３ 訪問４ 訪問５

補助金・届
出

交付申
請

交付決
定

機器導
入

実績報
告書

届出

改善活動の
６つのステッ

プ

１．本事業の全体像について

全体スケジュール

※研修・個別訪問のほか、Web会議やチャットツールでも随時フォローします。

ステップ１

ステップ２ ステップ３ ステップ４

ステップ５

ステップ６

• 7月から3月までの約9か月間、アドバイザーが皆様の取組を支援します。

• 加算（Ⅰ）算定に必要な取組を支援し、４月１日の届出（4月算定開始）※を目指します。
※認知症対応型共同生活介護については、各市町村の届出受付期日までの届出（4月算定開始）
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2
本日の到達目標
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本日の到達目標

1. 生産性向上推進体制加算（Ⅰ）の目的、要件を理解する

2. 加算（Ⅰ）の要件に対する現状を分析する

3. R9.4月からの算定に向け、やることを把握する

本日の到達目標
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3
生産性向上推進体制加算創設の背景
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3．生産性向上推進体制加算創設の背景

総人口の推移
• 高齢化率が上昇している一方で、生産年齢人口は減少している。

（出典）厚生労働省ホームページ（我が国の人口について）
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３．生産性向上推進体制加算創設の背景

高齢者１名に対する生産年齢人口の変化

（出典）https://relax-job.com/contents_list/8439
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３．生産性向上推進体制加算創設の背景

介護現場における深刻な人材不足

（出典）厚生労働省ホームページ（第9期介護保険事業に基づく介護職員の必要数について）
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３．生産性向上推進体制加算創設の背景

介護人材確保のための取組

出典：厚生労働省ホームページ（第9期介護保険事業に基づく介護職員の必要数について）
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３．生産性向上推進体制加算創設の背景

介護分野におけるデジタル行財政改革会議の方向性

（出典）第3回 デジタル行財政改革会議 資料4厚生労働大臣提出資料 「介護分野等におけるデジタル行財政改革の方向性」（令和5年12月20日）より抜粋
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３．生産性向上推進体制加算創設の背景

介護生産性向上推進総合事業（介護生産性向上総合相談センターの設置）

（出典）厚生労働省「令和８年度予算案の概要（老健局）の参考資料」 （出典）埼玉県社会福祉協議会HP

介護生産性向上推進総合事業 介護のみらいサポートセンター
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4
生産性向上推進体制加算の概要
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４．生産性向上推進体制加算の概要

生産性向上推進体制加算とは

生産性向上推進体制加算は、

デジタル技術等を活用した継続的な生産性向上の取組を評価する加算

である。

対象
✓ 所定の要件を満たす介護事業所
✓ 加算には、要件に応じた2つの区分がある

目的 ✓ 生産性の向上等を通じた働きやすい職場環境づくり

出典：厚生労働省第239回社会保障審議会介護給付費分科会【資料１】「令和６年度介護報酬改定の主な事項について」改編
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４．生産性向上推進体制加算の概要

生産性向上推進体制加算の取得要件

出典：厚生労働省 令和６年度介護報酬改定 生産性向上推進体制加算について 改編

［上位区分］
加算(Ⅰ) 100単位

［下位区分］
加算(Ⅱ) 10単位

取得要件

必要必要生産性向上ガイドラインの内容に基づいた業務改善の実施

必要必要委員会の開催

必要不要適切な役割分担

必要不要データに基づく業務改善の取組成果の確認（届出時）

必要

①～③の3つすべての機器
の導入

必要

①～③のうち1つ以上の機器
の導入

介護テクノロジー
の導入

✓ 対象機器
①見守り機器
②職員間の連絡調整の迅速化に資するICT機器
③介護記録作成の効率化に資するICT機器

必要

①～⑤の5項目すべてを報告

必要

①～③の3項目を報告

✓ 項目
①利用者の満足度等の評価
②業務時間及び超過勤務時間の調査
③年次有給休暇の取得状況の調査
④介護職員の心理的負担等の評価
⑤業務時間（直接介護、間接業務、休憩等）の調査

データの提供
（毎年度）
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４．生産性向上推進体制加算の概要

生産性向上推進体制加算の取得率

出典：Joint介護ニュース 「介護報酬の生産性向上加算、特養の4分の1が算定 老施協調査」 
https://www.joint-kaigo.com/articles/30879/ 2024年10月25日 改編

介護現場では近年、「生産性向上推進体制加算」の取得が推進されている。

しかし、特養・地域密着型特養の算定率は、4分の1程度にとどまっている。

生産性向上推進体制加算の算定率（n = 2,122)

老施協調べ ❘ 介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設が対象

2024年6月時点の、特養・地域密着型特養の加
算取得率は26.0%であり、全体の4分の1程度で
あった。



© 2026 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 21

5
生産性向上推進体制加算取得の準備
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備

加算取得のために必要なこと

出典：Joint介護ニュース 「介護報酬の生産性向上加算、特養の4分の1が算定 老施協調査」 
https://www.joint-kaigo.com/articles/30879/ 2024年10月25日 改編

(1) 生産性向上ガイドラインの理解
✓ 厚生労働省の生産性向上ガイドラインを参考に、
業務改善の考え方やステップ、打ち手を理解する

(2) 委員会の開催 ✓ 委員会の開催体制および検討事項を確認する

(3) 介護テクノロジーの導入 ✓ 導入が必要な介護テクノロジーの種類を確認する

(4) 適切な役割分担 ✓ 役割分担の考え方やステップ、打ち手を確認する

(5) 取組成果の確認、データの提供 ✓ 提供するデータの調査項目・調査対象・実施時期を確認する
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5-(1)
生産性向上ガイドラインの理解
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

生産性向上ガイドラインの理解
• 生産性向上推進体制加算は、継続的な生産性向上の取組を評価する加算。

• ガイドラインに基づき、継続的にPDCAサイクルを回していくことが肝要。

生産性向上ガイドライン

出典：厚生労働省「介護サービス事業における生産性向上（業務改善）に資するガイドライン」
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

業務改善の標準的な６つのステップ
• ガイドラインの６つのステップに則ってPDCAサイクルを回すことで、継続的な業務改善活動が実現する。

改善活動の６つのステップ

出典：厚生労働省「介護サービス事業における生産性向上（業務改善）に資するガイドライン」
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

業務改善の標準的なステップのイメージ
• 改善活動は手順１～３の準備の部分が特に重要。

• また、一過性で終わるものではなく、繰り返し実施していくものである。

ステップ３：実行計画を立てよう

ステップ２：現場の課題を見える化しよう

ステップ１：改善活動の準備をしよう

ステップ４：改善活動に取り組もう

ステップ６：実行計画を練り直そう

ステップ５：改善活動を振り返ろう

準

備

実

行

ゴー
ル？

ステップ３：実行計画を立てよう

ステップ２：現場の課題を見える化しよう

ステップ４：改善活動に取り組もう

ステップ６：実行計画を練り直そう

ステップ５：改善活動を振り返ろう

ステップ３：実行計画を立てよう

ステップ２：現場の課題を見える化しよう

ステップ４・・・・・・・・・・・・・・・・・

準備が８割
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

業務改善の７つの打ち手
• ガイドラインでは、課題に対する打ち手も示されている。

• 打ち手の一つとして、「テクノロジーの活用」が位置付けられている。

業務改善の７つの打ち手

出典：厚生労働省「介護サービス事業における生産性向上（業務改善）に資するガイドライン」

テクノロジーは打ち手の一つ
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

ステップ１：改善活動の準備をしよう

✓ 現場を先導する事ができるリーダーシップがある現場の管理層
（「この人が言うならやってみよう」と現場職員が感じる人材）

✓ 現状に問題意識を持ち、改善活動に前向きに取組むことができる人材

※将来の経営層を育成する観点からもメンバーを選定

プロジェクト
リーダー

✓ 現状に問題意識を持ち、改善活動に前向きに取組むことができる
現場のリーダー人材、現場の人材

✓ ICT・ロボットが好き／抵抗がない職員

✓ 看護師、OT、PT等の専門職
（特に移乗支援ロボットや排泄支援ロボット等、専門的な助言が必要な場合）

プロジェクト
メンバー

プロジェクトメンバーの選び方

• プロジェクトリーダーを中心に前向きに取り組めるメンバーでプロジェクトチームを組成します。
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

ステップ２：課題を見える化しよう

因果関係図の作り方

付箋や気づきシートに施設全体の課題を
洗い出す。

課題（付箋）を原因→結果の順番に
並べ矢印でつないでいく。

課題に対する打ち手を検討する。

Step1 
課題を洗い出す

Step2
因果関係を考える

Step3 
解決する課題を特定する

• 因果関係図や３Mの考え方などを用いて、ありたい姿に対する現場の課題を見える化します。
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

ステップ２：課題を見える化しよう
• 因果関係図や３Mの考え方などを用いて、ありたい姿に対する現場の課題を見える化します。
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

ステップ３：実行計画を立てよう
• 課題を見える化、打ち手の決定後、実行計画をつくり、課題解決の道筋を立てます。

• 実行計画とともに、評価指標を設定し、取組の成果を見える化できるようにします。

✓ 課題解決の道筋を立てる

→ ７つの打ち手を活用する

✓ 成果の見える化

→ 評価指標を予め決めておく

⚫ POINT

実行計画の作成
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

ステップ３：実行計画を立てよう
• 課題を見える化、打ち手の決定後、実行計画をつくり、課題解決の道筋を立てます。

• 実行計画とともに、評価指標を設定し、取組の成果を見える化できるようにします。

現場課題を解決するための道筋（例）

評価指標

訪室回数
（90回/人・日 → 65回/人・日）

職員の歩数
（8,000歩 → 5,000歩）

離職率
（20％→15％）

利用者から夜間コール回数
（30回/夜勤帯→15回/夜勤帯）

見守りセンサーを導入する

タブレットから利用者の状態が分かる

無駄な訪室が減る

職員の負担が減る
利用者の睡眠を妨げない

職員の離職が減る

風が吹く

盲人が増える

猫が減る

ねずみが増える

桶屋が儲かる

例）「風が吹けば桶屋が儲かる」道筋

土埃が目に入り・・・

盲人が三味線で
生計を立てるため・・・

ねずみが桶を
かじるので・・・
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

ステップ４：改善活動に取り組もう（U字の法則）
• 新しい取組には試行錯誤がつきものです。

• 調整コストなどが発生して一時的に効率が低下することが自然だと知っておくことが重要です。
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

ステップ５：改善活動を振り返ろう
• 実行計画で設定した評価指標等を基に改善活動の状況を適宜振り返ります。

• 思うような成果が出ない場合は、上手くいった点、上手くいかなかった点について、対話、分析をします。

✓ 成果が出るまで粘らない。

✓ 因果関係図に立ち戻り、実行計画に修正を加える。

✓ 上手くいった点と上手くいかなかった点を話すだけではなく、計画と実行の間でどのような乖離が生じたのか、それを埋める対策を
練る。

変化なしの場合 効果がなかった場合

なぜ効果が出なかったのか、
その原因を分析して、

対策を検討

効果があった場合

⚫ POINT
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

ステップ５：改善活動を振り返ろう
• 実行計画で設定した評価指標等を基に改善活動の状況を適宜振り返ります。

• 思うような成果が出ない場合は、上手くいった点、上手くいかなかった点について、対話、分析をします。

目標
65回

実績
83回

訪室回数
目標値＝65回/人・日

機器導入１ヵ月後の効果測定目標
65回に対して

実績は83回と思ったより
訪室回数が減らなかった

導入前
90回

Aさんは、映像を確認してから訪問

するから、不必要な訪問は減っ
て楽になったって言ってたよ。

たしかに導入前より減ってるけど、

思ったより減ってないね。
なぜだろう？

最初は設定方法が分からなくて

いつも通り訪室してたよね。
その影響かな？

あとBさんは、

「不安だから訪室してる」
って言ってたよ。

そういえば、センサーが鳴った時

利用者の状態がどうだったら
訪室するかは決めていなかったね。

訪室回数は増えているけど、

転倒の回数は減ったね。

※評価指標に基づく分析の例

「見守り支援機器」の例
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

ステップ５：改善活動を振り返ろう
• 実行計画で設定した評価指標等を基に改善活動の状況を適宜振り返ります。

• 思うような成果が出ない場合は、上手くいった点、上手くいかなかった点について、対話、分析をします。

振り返りの視点（例）

✓ 利用者への影響

✓ 職員のモチベーション

✓ 機器の使用方法

✓ 安全面

よく訪室していた利用者が

よく眠れるようになっているね。

転倒の原因が画像として残ってい

たから、カンファレンスで具体
的な検討ができたよ。

未だ何人かの職員には、

何のために導入するのかが
伝わっていないね。

アラートが鳴らないことがあったよ

コンセントが抜けていたみたい。

アラートが鳴ってから駆けつけたら、

ベッドから落ちそうに
なっていたことがあったよ。

センサーの設定で
よくわからない点があるね。

※全体的な振り返りの例

「見守り支援機器」の例
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（１）生産性向上ガイドラインの理解

ステップ６：実行計画を練り直そう
• 上手くいかなかった点について、その要因を踏まえて対策を考え、実行計画の修正を検討します。

実行計画の練り直しのフロー
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5-(2)
委員会の開催
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（２）委員会の開催

委員会を中心とした改善活動の実施

６つのステップ

改善活動の
準備をしよう

ステップ

1

現場の課題を
見える化しよう

ステップ

2

実行計画を
立てよう

ステップ

3

改善活動に
取り組もう

ステップ

4

改善活動を
振り返ろう

ステップ

5

実行計画を
練り直そう

ステップ

6

進めるコツ

• 改善活動をするプロジェクトチームを立ち上げ、プロジェクトリーダーを決める

• 経営層から施設全体への取組開始のキックオフ宣言をする

• 外部の研修会を活用する

• 「課題把握シート」「気づきシート」から課題を抽出する

• 「因果関係図」「課題分析シート」により課題を構造化する

• 「業務時間見える化ツール」により業務を定量的に把握する

• 考えられる取組を出し合い課題解決までの道筋を描き、「改善方針シート」で整理
する

• 「進捗管理シート」において成果を測定する指標を定める

• まずはとにかく取り組み、試行錯誤を繰り返す

• 小さな改善事例を作り出す

• 「進捗管理シート」により予め定めた成果指標や、観察のポイントを確認する

• 上手くいった点、いかなかった点を整理する

• 上手くいった点、いかなかった点について分析を加える

• 他の取組も含め、実行計画に修正を加える

委員会の活用方法

• 事業所としての委員会の立ち上げに関する検討

• プロジェクトチームを立ち上げている場合、チームの委員会への移行有無

• 現場の課題の見える化の方法、スケジュール等に関する検討

• 見える化した課題に関する議論

• 実行計画に関する議論

• 実行計画の進捗状況に関する確認・修正

• 新規導入・取組時の職員への教育・研修

• 委員会を中心とした現場職員の意見反映・フィードバックの体制の構築

• 導入した機器の効果検証を実施

• 機器利用に関する疑問点や課題の収集・聞き取り

• 効果検証の結果に関する議論

• 改善点の整理

• 追加機器導入の検討

P

D

C

A

出典：「利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員会」のポイント・事例集

• 利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員会を立ち上げ、
委員会を中心に改善活動を進めていきます。

委員会と６つのステップの関係



© 2026 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 40

５．生産性向上推進体制加算取得の準備（２）委員会の開催

委員会の設置及び検討事項

1. 委員会の構成員
✓ 管理者やケア等を行う職種を含む幅広い職種により構成することが望ましく、各事業所の状況に応じ、必要な構成メンバー

を検討する。

2. 開催頻度
✓ 定期的に開催する（3か月に1回以上）ことが必要であるが、開催する頻度については、本委員会の開催が形骸化すること

がないよう留意した上で、各事業所の状況を踏まえ、適切な開催頻度を決める。

3. 議論の進め方等について ✓ 「介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン」等を参考に取組を進める。

4. 開催形態
✓ 事務負担軽減の観点等から、他に事業運営に関する会議（例：事故発生の防止のための委員会等）を開催している場

合、一体的に設置・運営することも可能である。
✓ また、他のサービス事業者との連携等により行うことも可能である。

5. 委員会の名称について
✓ 従来から生産性向上の取組を進めている事業所において、法令(※)とは異なる名称の生産性向上の取組を進めるための委

員会を設置し、開催している場合、利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策が
適切に検討される限りにおいては、法令と異なる委員会の名称を用いることも可能である。

出典：厚生労働省 令和６年度介護報酬改定 生産性向上推進体制加算について

委員会の体制

• 生産性向上推進推進体制加算の算定にあたっては、委員会を設置し、4項目について必要な検討を
行い、届出時に議事概要を提出することとされています。

算定開始時に
届出
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1. 機器を利用する場合における利
用者の安全及びケアの質の確保

1. 見守り機器から得られる離床の状況などの情報を基に、介護職員、看護職員、介護支援専門員その他の職種が連携して、機器

導入後の利用者等の状態が維持されているかを確認

2.  利用者の状態の変化等を踏まえた介護機器の活用方法の変更の必要性の有無等を確認し、必要な対応を検討

3.  見守り機器を活用する場合、安全面から特に留意すべき利用者については、定時巡回の実施についても検討

4.  介護機器の使用に起因する施設内で発生した介護事故又はヒヤリ・ハット事例の状況を把握し、その原因を分析して再発防止

策を検討

2.従業者の負担の軽減及び勤務
状況への配慮

実際に勤務する職員に対して、アンケート調査やヒアリング等を行い、介護機器等の導入後における次の①から③までの内容を確

認し、適切な人員配置や処遇の改善の検討等を実施

1. ストレスや体調不安等、職員の心身の負担の増加の有無

2. 職員の負担が過度に増えている時間帯の有無

3. 休憩時間及び時間外勤務等の状況

3.機器の不具合の定期チェックの
実施

1. 日々の業務の中で、あらかじめ時間を定めて介護機器の不具合がないことを確認するなどの不具合のチェックを行う仕組みを

設けること。

2. 使用する介護機器の開発メーカー等と連携し、定期的に点検を行うこと。

4. .業務の効率化、ケアの質の確
保、職員の負担軽減を図るための
職員に対する教育の実施

介護機器の使用方法の講習やヒヤリ・ハット事例等の周知、その事例を通じた再発防止策の実習等を含む職員研修を定期的に行う

こと。また、加算（Ⅰ）を算定するに当たっては、職員間の適切な役割分担（いわゆる介護助手の活用等を含む。）による業務の

効率化等を図るために必要な職員研修等を定期的に実施する。

５．生産性向上推進体制加算取得の準備（２）委員会の開催

委員会の設置及び検討事項

出典：厚生労働省 令和６年度介護報酬改定 生産性向上推進体制加算について

委員会における検討事項

• 生産性向上推進推進体制加算の算定にあたっては、委員会を設置し、4項目について必要な検討を
行い、届出時に議事概要を提出することとされています。

算定開始時に
届出
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（２）委員会の開催

委員会の進め方
• 委員会の進め方のポイントは「利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討す

るための委員会のポイント・事例集」に示されています。

出典：「利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員会」のポイント・事例集
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5-(3)
テクノロジーの導入



© 2026 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 44

５．生産性向上推進体制加算取得の準備（３）テクノロジーの導入

導入が必要な介護テクノロジー
• 生産性向上推進体制加算の算定に当たっては、3種類の介護機器の導入が必須です。

• 加算（Ⅰ）では、すべての機器の導入が要件となります。

1. 見守り機器

✓ 利用者がベッドから離れようとしている状態又は離れたことを感知できるセンサーであり、当

該センサーから得られた情報を外部通信機能により職員に通報できる利用者の見守りに

資する機器。

✓ 加算(Ⅰ)の場合、すべての居室への導入が必要。

✓ 加算(Ⅱ)の場合、1つの居室への導入でも算定可能

2. 職員間の連絡調整の
迅速化に資するICT機器

✓ インカム（マイクロホンが取り付けられたイヤホンをいう。）やビジネス用のチャットツールの

活用による職員間の連絡調整の迅速化に資するＩＣＴ機器。

✓ 加算(Ⅰ)及び加算(Ⅱ)ともに、同一の時間帯に勤務するすべての介護職員の使用が必

要。

3. 介護記録作成の効率
化に資するICT機器

✓ 介護記録ソフトウェア等の介護記録の作成の効率化に資するＩＣＴ機器。

（複数の機器の連携も含め、データの入力から記録・保存・活用までを一体的に支援するも

のに限る。）

加算(Ⅱ) 加算(Ⅰ)

す
べ
て
の
導
入
が
必
要

１
つ
以
上
の
導
入
が
必
要

算定開始時に
届出
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（３）テクノロジーの導入

参考：見守り機器のイメージ

見守り機器の必須2要素 ①離床の感知（離れようとしている状態・離れたことを検知） ＋ ②外部通信機能による職員への通報

※ 検知方式（マット／電波／カメラ等）は問わず、上記2要素を満たすことが要件。下記はあくまで例。

タイプ① センサー型（マット下センサー、レーダー等）

検知方法：マットレス下の荷重・体動センサーや、壁・天井のレーダー等で検知

• 在床・離床のほか、呼吸・心拍など生体情報を把握できる。

• 映像を用いないためプライバシーに配慮しやすい。

• 映像がなく、離床後のご利用者の動きがわかりづらい。

タイプ② カメラ型

検知方法：天井・壁のカメラ映像をAIで解析し、姿勢・動作を判定。

• 転倒など動作・状況そのものを映像で確認できる。

• 映像を扱うためプライバシーへの配慮（シルエット表示等）が必要。

• 転倒の瞬間の前後を自動録画できる製品もある。

※ 具体的な製品については、TAIS掲載品等から各施設で選定・確認のうえご検討ください。

電波（レーダー）マット下センサー カメラ
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（３）テクノロジーの導入

参考：インカムのイメージ

職員間の連絡調整の迅速化に資するICT機器 インカム（マイクロホンが取り付けられたイヤホン）や、ビジネス用のチャットツールの活用による機器。

※ 手段（インカム／チャット等）や通信方式は問わず、同一時間帯に勤務する全介護職員が使用することが要件。下記はインカムの代表的なタイプ例。

タイプ① クローズド型インカム（専用端末）

通話に特化した専用端末

• 専用端末のため、導入がシンプル。高齢職員でも使いやすい。

• 月額の通信料が不要な場合がある。

• Wi-Fiやモバイル回線などの通信環境に左右されにくい。

タイプ② スマホ連携型（スマホアプリ）

スマートフォンのアプリで使用

• スマホを活用し、Wi-Fiやモバイル回線で通話。

• 音声以外（テキスト・画像等）も扱える。

• 見守り機器・ナースコール・介護記録アプリと同一端末で連携できる等、拡張性が高
い。

※ 具体的な製品については、TAIS掲載品等から各施設で選定・確認のうえご検討ください。
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5-(4)
適切な役割分担
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（４）適切な役割分担

職員の業務分担の明確化とPDCAサイクルの確立
• 適切な役割分担の実施にあたっては、１～４の取組によりPDCAサイクルを確立します。

算定開始時に
届出

1. 委員会における議論
✓ 委員会を開催するなどし、職員の業務分担の明確化等による業務の効率化及び質の確保並びに職員の負

担軽減を図るために必要となる取組について検討し、取組内容を決める。

2. 職員研修等の実施
✓ 委員会の議論等を踏まえた取組の実施にあたり、オペレーションの変更点等に関して、必要に応じて研修等を

実施。

3. 取組の実施 ✓ 委員会の議論等を踏まえた取組を実施。

4. 委員会における取組状況の確認
✓ 三か月に一回以上の開催が求められる委員会において、取組状況を確認し、必要に応じて、取組の見直しなど

を検討。

例えば、介護専門職が、身体的な介助など専門職にしかできない業務に集中できるよう、以下のような取組を実施することが想定される。

✓ 負荷が集中する時間帯の業務を細分化し個人に集中することがないよう平準化する

✓ 特定の介護職員が利用者の介助に集中して従事することのできる時間帯を設ける

✓ いわゆる介護助手の活用（食事等の準備や片付け、清掃、ベッドメイク、ごみ捨て等、利用者の介助を伴わない業務を集中的に実施する者を設けるなどの取組）を行う

✓ 利用者の介助を伴わない業務の一部を外注する

参考：取組の例
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（４）適切な役割分担

例：介護助手の活用
• 適切な役割分担のための取組の一つとして、介護助手の活用があります。

介護助手の導入効果の考え方

マネジメント
介護助手の
導入効果

介護助手自身の
業務遂行能力＝ ×

〈介護助手を導入した例〉

✓どのような業務を任せるか・任せないか
✓シフトの調整
✓介護助手への業務の説明
✓業務理解を深める研修会の実施等

✓シーツ交換を行う
✓配膳・下膳を行う
✓利用者と雑談を行う
✓レクリエーションを行う

＝ ×
介護助手の導入効果
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（４）適切な役割分担

例：介護助手の活用
• 介護助手の導入は①～⑥のステップで進めます。

受入体制

業務の切り出し

募集

事前説明会
・マッチング面談

雇用・就労

振り返り

①

⑥

⑤

④

③

②

P

D

C

A

✓ 就労前にオリエンテーションを開催し、同時に個人情報の取り扱い、感染症に関する研修も実施
します。

✓ 介護助手等が安心して働けるよう、OJTについても説明しましょう。

✓ 業務の習得には個人差があります。定期的に振り返りを行い、介護助手等に対し、不安や課題に
ついて聞き取ります。

✓ 習熟度や特性に合わせて見直しをしましょう。

✓ 雇用・就労の前に介護助手等に業務内容の理解を深めてもらうことがとても重要です。
✓ 例えば職場見学会を開催するとイメージがわき、施設の取り組みや業務内容の理解を得られやす

い等のメリットがあります。

✓ 行政の協力が得られる場合があるので問い合わせてみましょう。
✓ チラシの配架や回覧板の利用を地域に呼びかけて成功した事例があります。

✓ 現在の業務を見直し、介護助手等の役割と業務の手順を明確にします。一つ一つの業務につい
て、誰が、いつ、何を、どのような手順で行うか決めておきましょう。

✓ 募集や説明会で説明できるよう整理しましょう。

✓ 介護助手等が業務を習得するまでには数か月を要し、職場の理解が不可欠です。介護助手等
の育成・サポートの体制を整えましょう。

✓ OJT担当者を任命したり、プロジェクトチームを作るのも有効です。
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（４）適切な役割分担

例：介護助手の活用
• 介護助手の導入にあたっては、業務の棚卸を行い、専門性を斟酌した上で、業務の切り出しを行います。

〈業務を見直し、介護助手に任せる業務を決める〉

✓ 専門性のABC

一定程度の専門的知識・技術・経験を要する
比較的高度な業務

A

短期間の研修で習得可能な専門的知識・技
術が必要となる業務

B

マニュアル化・パターン化が容易で、専門的知
識・技術がほとんどない方でも行える業務

C

介護助手に任せる業務の候補
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（４）適切な役割分担

例：介護助手の活用
• 「入浴介助」の業務の切り出しの例です。

• 業務を大まかに分解した後、さらに工程別に分解することで、より踏み込んだ効率化・負荷軽減が可能となります。

C
（特に制約なく、無資格でも

対応可能な業務）

✓ 入浴準備（湯はり、
入浴衣類準備）

✓ 水分補給の準備
✓ 浴室清掃・物品補充

B
（業務内容を制限するなど条

件付きで無資格でも対
応可能な業務）

✓ 風呂場までの移動介
助（移乗は含まな
い）

✓ 更衣介助補助
✓ 塗布剤介助補助
✓ ドライヤー介助

詳細

【入浴】
✓ 入浴前（備品準備、室温管理、健康状

態チェック、脱衣介助など）
✓ 入浴中のサポート
✓ 入浴後（清拭、移動、必要者薬塗布、着

替え、髪の毛を乾かす、移動）

【清拭、部分浴】
✓ 物品準備
✓ 実施、片付け

内容

入浴介助

専門性
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5ｰ(5)
取組の成果の確認（届出）とデータの
提供（実績報告）
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

生産性向上推進体制加算に係る届出書（別紙28）

① データ等により業務改善の取組による成果の確認
⇒（別紙２）を提出

② ３つすべての機器の使用

③ 職員間の適切な役割分担の取組等の実施

④ 委員会での検討（議事概要を作成し、提出）

i. 機器を利用する場合における利用者の安全やケアの質の確保
ii. 職員に対する十分な休憩時間の確保等の勤務・雇用条件への

配慮
iii. 機器の不具合の定期チェックの実施
iv. 業務の効率化、ケアの質の確保、職員の負担軽減を図るための

職員に対する教育の実施

届出書作成にあたって必要な実施事項

算定開始時に
届出

出典：厚生労働省 介護給付費算定に係る体制等に関する届出等における留意点について
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

生産性向上推進体制加算（Ⅰ）の算定に関する取組の成果（別紙２）

① 介護機器の導入後、3カ月以上の取組の継続

② 機器導入前後の比較による成果の確認

i. 利用者の満足度（悪化（数値の低下）が見られないこと）
⇒5名程度の利用者へのアンケート調査での確認

ii. 総業務時間及び当該時間に含まれる超過勤務時間（短縮して
いること）
⇒タイムカード等の客観的な記録での確認

iii. 年次有給休暇の取得状況（維持または増加していること）
⇒導入後の期間と同月数の導入前の期間の取得日数を比較

取組の成果作成に当たり必要な実施事項

算定開始時に
届出

出典：厚生労働省 生産性向上推進体制加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例等の提示について
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

利用者の満足度

◼ 利用者５名程度に対してアンケート調査を実施

◼ 別添１「利用者向け調査票」により調査

本プログラムでの実施方法

本プログラムでの実施時期（予定）

導入前 令和８年９月 導入後 令和９年１月

算定開始時に
届出

出典：厚生労働省 生産性向上推進体制加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例等の提示について
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

参考：別添１「利用者向け調査票」

出典：厚生労働省 生産性向上推進体制加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例等の提示について
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

総業務時間及び当該時間に含まれる超過勤務時間

◼ タイムカード、PCのログイン時間等での確認

◼ 別添２「施設向け調査票」により調査

本プログラムでの実施方法

導入前 令和８年９月 導入後 令和９年１月

算定開始時に
届出

本プログラムでの実施時期（予定）

出典：厚生労働省 生産性向上推進体制加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例等の提示について
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

年次有給休暇の取得状況

◼ 導入後の期間と同月数の導入前の期間の取得日数を比較

◼ 別添２「施設向け調査票」により調査

本プログラムでの実施方法

導入前
令和８年６月
～令和８年９月
（４ヶ月分）

導入後
令和８年10月
～令和９年１月
（４ヶ月分）

算定開始時に
届出

本プログラムでの実施時期（予定）

出典：厚生労働省 生産性向上推進体制加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例等の提示について
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

参考：別添２「施設向け調査票」

出典：厚生労働省 生産性向上推進体制加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例等の提示について
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

生産性向上推進体制加算に関する取組の実績報告書（別紙１）

① 利用者満足度

② 総業務時間及び当該時間に含まれる超過勤務時間

③ 年次有給休暇の取得状況

④ 介護職員の心理的負担等の変化

⑤ タイムスタディ調査（５日間）

実績報告書作成に当たり必要な実施事項

加

算

Ⅱ

で

も

報

告

毎年度末
に実績報告

加

算

（
Ⅰ

）
で

追

加

出典：厚生労働省 生産性向上推進体制加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例等の提示について
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◼ 実績報告時（R10.3末）に必要な作業だが、本プログラムでは、加
算を継続的に算定する型を身につけるため、機器導入前後で実施

◼ 別添３「介護職員向け調査票」により調査

本プログラムでの実施方法

導入前 令和８年９月 導入後 令和９年１月

５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

介護職員の心理的負担等の変化
毎年度末
に実績報告

本プログラムでの実施時期（予定）

出典：厚生労働省 生産性向上推進体制加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例等の提示について
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

参考：別添３「介護職員向け調査票」

出典：厚生労働省 生産性向上推進体制加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例等の提示について
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◼ 実績報告時（R10.3末）に必要な作業だが、本プログラムでは、加
算を継続的に算定する型を身につけるため、機器導入前後で実施

◼ 導入効果の効果測定や役割分担の見直しに当たっても有用

◼ 別添４「介護職員向け調査票」により調査（ツールの活用）

本プログラムでの実施方法

導入前
令和８年９月
（５日間）

導入後
令和９年１月
（５日間）

５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

タイムスタディ調査（５日間）
毎年度末
に実績報告

本プログラムでの実施時期（予定）

出典：厚生労働省 生産性向上推進体制加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例等の提示について
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５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

参考：別添４「介護職員向け調査票」

出典：厚生労働省 生産性向上推進体制加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例等の提示について
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(1) 生産性向上ガイ
ドラインの理解

(2) 委員会の開催

(5) 取組成果の確認、
データの提供

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

課題の見える
化

実行計画
の策定

成果指標
の設定

計画の練り直
し

委員会
の立ち上げ

年間計画
の策定

機器導入リス
クの洗い出し

点検の実施
方法の検討

機器導入リス
クの検証

点検の報告
点検の報告

導入後データ
の分析

(3) 介護テクノロジー
の導入

現状確認

機器の選定

マニュアル
の整備

利用者の同意

機器導入
導入後データ

の分析
機器の定着状況の確認

(4) 適切な役割分担
業務の棚卸、

切り出し
職員研修

介護助手
の募集開始

マッチング
面談

介護助手
の導入開始

導入状況
の確認

振り返り
効果検証

議事概要
の確認

アンケート
フォームの作成

タイムスタディ
ツールの確認

アンケート調査

タイムスタディ

アンケート調査

タイムスタディ

い
ず
れ
も
委
員
会
を
中
心
に
実
施

取組の実行

振り返り
効果検証

計画の練り直
し

届出書類
の作成

議事概要
の確認

５．生産性向上推進体制加算取得の準備（5）取組の成果の確認（届出）とデータの提供（実績報告）

参考：本プログラムでの実施スケジュール（予定）
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6
ワーク１ 現状を分析しよう
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７．ワーク１ 現状を分析しよう

加算（Ⅰ）に向けて現状を分析しよう
• 加算（Ⅰ）算定のための届出、そして実績報告に必要な要件を鑑み、すでに取り組んでいること、新たに取り組む必要が

あることをワークを通じて整理します。

現状分析シートによる確認
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7
ワーク２ やることを洗い出そう
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８．ワーク２ やることを洗い出そう

加算（Ⅰ）に向けてやることを洗い出そう
• 加算（Ⅰ）算定のためのやることを確認。さらに、いつまでに、誰が担うのかをワークを通じて整理します。

ToDo洗い出しシートによる確認
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(1) 生産性向上ガイ
ドラインの理解

(2) 委員会の開催

(5) 取組成果の確認、
データの提供

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

課題の見える
化

実行計画
の策定

成果指標
の設定

計画の練り直
し

委員会
の立ち上げ

年間計画
の策定

機器導入リス
クの洗い出し

点検の実施
方法の検討

機器導入リス
クの検証

点検の報告
点検の報告

導入後データ
の分析

(3) 介護テクノロジー
の導入

現状確認

機器の選定

マニュアル
の整備

利用者の同意

機器導入
導入後データ

の分析
機器の定着状況の確認

(4) 適切な役割分担
業務の棚卸、

切り出し
職員研修

介護助手
の募集開始

マッチング
面談

介護助手
の導入開始

導入状況
の確認

振り返り
効果検証

議事概要
の確認

アンケート
フォームの作成

タイムスタディ
ツールの確認

アンケート調査

タイムスタディ

アンケート調査

タイムスタディ

い
ず
れ
も
委
員
会
を
中
心
に
実
施

取組の実行

振り返り
効果検証

計画の練り直
し

届出書類
の作成

議事概要
の確認

８．ワーク２ やることを洗い出そう

参考：本プログラムでの実施スケジュール（予定）
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個別訪問に向けて
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